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ＢＣＡＯ（特定非営利活動法人 事業継続推進機構）が
「事業継続」の普及や実践に貢献された主体を募集します





　特定非営利活動法人 事業継続推進機構（BCAO）は、日本における事業継続計画（BCP）や事業継続マネジメント（BCM）の普及や実践活動に大きく貢献された企業・団体・個人を広く表彰する「BCAOアワード2026」の募集を行います。本アワードは2006年度から毎年実施しています。中小企業の方々を含め、多くの皆様からの積極的なご応募を心よりお待ちしております。

◆応募資格　
・企業、団体、個人、または企業・団体内の「部門」や「プロジェクト」など応募主体に制限はありません
・応募者はBCAOの会員である必要はありませんが、非会員の場合は会員による推薦があれば考慮します
・「対応事例・人物部門」と著作については他薦による応募も受け付けます。その他は自薦での応募に限ります（なお、他薦の場合、表彰は当該主体が受諾された場合に限ります）
・表彰式後の受賞者発表会やBCAOホームページ等における概要公開にご協力をお願いします
◆対象となる成果・活動
・日本国内、または日本国内と密接に連携した海外における、危機事象（災害、感染症、IT危機等）に
対する事業継続に関する普及、実践等の成果・活動と、企業防災に関する成果・活動
・原則として、2015年度以降に具体的な成果や進展を得ているもの（ただし、長期にわたる貢献や、
過去の優れた危機事象への対応事例については、対象時期はこの限りではありません）
◆表彰部門および主な賞
Ⅰ．事業継続部門・防災部門
・大賞（原則1件）：事業継続の普及、実践等において、社会的に最も影響が大きいと認められる取組
・その他の賞：事業継続の普及、実践、人づくり、訓練・演習、調査研究等に関する賞や、企業防災の実践、連携活動の推進等に関する賞
Ⅱ．対応事例・人物部門
・危機事象への優れた対応事例、事業継続の推進に顕著な貢献があった人物を対象とします
◆応募期間　2026年9月18日（金）～ 2027年2月1日（月）
◆応募方法　
1.　フォーマットの入手：応募様式は次ページにあります。その電子ファイルはBCAOホームページより「BCAO　
　アワード2026 応募フォーマット」をダウンロードしてください。【https://www.npobcao.org/?page_id=17022】
2.　記入形式：応募フォーマットに従い、日本語で記載してください（手書きは不可）。A4サイズで計5ページ　
以内におさめてください。また、詳細説明資料や関連資料等も審査対象としますので、応募フォーマットの補足資料として別ファイルで送付してください。
3.　送付方法：電子データのみの受付となります。郵送や持参による応募は受け付けておりません。
電子ファイル形式（PDF推奨）で、BCAO事務局（bc@bcao.jp）へ電子メールに添付してご送付ください。
4. 応募締切：2027年2月1日（月）（18時必着）
◆結果発表および表彰
・結果発表：2027年4月下旬頃、BCAOホームページ上にて発表します。受賞者には個別にご連絡します
なお、授賞理由はアワード発表時に開示しますが、選外の場合の理由の開示・照会には応じません
・表彰式：2027年5月頃の開催を予定しています
◆お問合せ：特定非営利活動法人 事業継続推進機構（BCAO）事務局（BCAOアワード事務局）　
〒103-0016 東京都中央区日本橋小網町10-2 日本橋フジビル6階 　　E-mail: bc@bcao.jp
以上

ＢＣＡＯアワード２０２６　応募フォーマット
	【タイトル】
	


	【1. 応募基本情報】

	・社名・団体名： 
・代表者様のお役職
・代表者様のご氏名：
・応募ご担当者様の部署
・応募ご担当者様のお役職：
・応募ご担当者様のご氏名： 
・応募ご担当者様のご住所： 
・応募ご担当者様の電話番号
・応募ご担当者様のE-mail： 
・BCAO会員：□ 会員　　□ 非会員（→会員推薦者がいれば下記7に記載）
・応募の形態：□ 自薦 / □ 他薦（他薦の場合、対象者の受諾を確認済み：□ はい）

	【2. 取組の種類】

 該当する事項を○で囲んでください。　（複数選択可）
	・危機事象に関する事業継続の取組
普及、実践、人づくり、訓練・演習、調査研究、その他（自由記入：　　　　　　　　　）
・防災に関する取組
企業防災の実践、連携活動の推進、その他（自由記入：　　　　　　　　　）
・その他（自由記入：　　　　　　　　　）
※選考委員会で内容を確認の上、表彰部門および賞を決定します

	【3. 取組内容】 
	本アワードでは、BCPの普及、実践、人づくり、訓練・演習、調査研究、企業防災の実践、連携活動の推進などの優良な事例の社会での共有を重視します。応募書類を作成する際、この点をご認識のうえ、以下のステップに沿って記述してください。
1. 「なぜ取り組んだのか」（背景・目的）
貴組織が抱えていたリスク（経営上のものを含む）や、取引先・地域社会から求められていた課題など、活動を開始したきっかけや目的を簡潔に示してください
2. 「具体的に何をしたのか」（活動内容）
実行した具体的な取組（戦略や対策、BCP策定・改善、訓練や演習（回数を含む）、組織内への浸透に向けた工夫など）を分かりやすく記述してください。協力者・連携者や支援を受けた者なども審査で考慮しますので、簡潔に記述してください。 
3. 「どのような成果が得られたのか」（効果・影響）
組織や社員の意識がどう変化したか、実際の災害・有事にどう役立ったかなど、できれば定量的な数値や具体的なエピソードを交えて示してください
4. 「今後の展望」
取組を今後どのように発展・改善し、継続していくか、将来の展望について簡潔に記述してください

	【4. 取組期間】
	

	【5. 成果･結果】
	簡潔に記述してください

	【6. 公表履歴】
	プレスリリースや、新聞・雑誌への掲載、外部への講演や研修講師など、外向けに発表または実施された実績を記入してください

	【7. 会員推薦者】
	会員推薦者名：　会員推薦者がいる場合には、記入してください。



＜注記＞・応募用紙は、本ページを含めA4サイズで5頁以内におさめてください。
他に関連する資料等も審査対象としますので補足資料として別ファイルで添付してください。
・応募内容は選考のためにのみ使用します。送付いただいた資料等は選考終了後、破棄します。
・上記様式中の青字部分は記入方法の説明になりますので、提出の際は削除してください。
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